
前
回
の
本
欄
に
、
本
紙

「
漢
詩
季
行
」
の
筆
者
嶋

岡
成
美
氏
が
書
か
れ
た

「
太
宰
春
台
展
を
見
て
」

と
題
す
る
一
文
が
載
っ

た
。
内
容
は
、
同
展
覧
会

に
展
示
さ
れ
た
春
台
の
一

詩
に
関
す
る
考
察
で
あ

る
。
偶
然
に
も
、
私
も
そ

の
書
（
軸
）
に
つ
い
て
別

の
視
点
か
ら
考
え
て
い
た

こ
と
が
あ
る
の
で
述
べ
て

み
た
い
。

飯
田
は
、
江
戸
中
期
の

儒
学
者
、
太
宰
春
台
（
一

六
八
〇
〜
一
七
四
七
）
の

揺
籃
の
地
で
あ
る
。
彼
は

幼
少
時
、
父
言
辰
が
主
家

を
離
れ
た
た
め
、
伴
わ
れ

て
江
戸
に
出
た
。
十
七
歳

で
中
野
�
謙
に
入
門
し
、

朱
子
学
と
書
を
学
ん
だ
。

後
に
、「
紫
芝
園
」
を
開
塾

し
て
多
く
の
門
人
を
育

て
、「
一
世
の
鴻
儒
」
と
謳

わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
そ

の
書
も
珍
重
さ
れ
た
。

春
台
の
書
論
と
書
作

は
、楷
書
を
重
ん
じ
、古
法

を
学
ぶ
こ
と
に
あ
っ
た
と

い
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
思

い
な
が
ら
、
前
述
の
展
覧

会
を
み
た
。
す
る
と
、「
明

治
三
筆
」
の
一
人
で
あ
る

巌
谷
一
六
（
一
八
三
四
〜

一
九
〇
五
）
が
書
い
た
由

き
わ
め
が
き

来
書
（
極
書
）
を
も
つ
作

品
が
あ
る
の
に
驚
い
た
。

ハ
ン
カ
チ
大
の
絹
布

（
縦
３８
�
・
横
４３
�
）
に

墨
書
さ
れ
た
そ
の
極
書

は
、
最
後
に
「
一
六
居
士

巌
谷
修
題
」
と
記
し
て
署

名
・
落
款
も
あ
る
。
文
章

は
漢
文
で
、
文
字
数
は
七

十
字
程
で
あ
る
。
文
末
に

「
乙
未
夏
六
月
上
浣
観
干

信
陽
姫
城
客
舎
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
六
が
、「
明

治
二
十
八
年
の
夏
六
月
上

旬
に
、
南
信
の
長
姫
城
下

（
飯
田
）
の
旅
館
で
こ
の

春
台
作
品
を
観
た
こ
と
が

わ
か
る
。

そ
の
本
文
は
六
行
で
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。春

臺
先
生
真
蹟
七
言
絶

句
一
首
題
云
謝
人
恵
酒

分
為
雙
幅
書
法
蒼
勁
古

樸
一
見
知
其
為
碩
儒
之

筆
先
輩
中
島
棕
隠
既
審

定
余
復
何
喋
々

い
ろ
い
ろ
な
読
み
方
が

で
き
る
と
思
う
が
、
誤
読

を
恐
れ
ず
に
読
ん
で
み

る
。春

台
先
生
真
蹟
の
七
言

絶
句
一
首
に
題
し
て
云

う
。
人
の
酒
を
恵
む
を

謝
し
、
双
幅
た
る
を
分

か
つ
。
書
法
蒼
勁
に
し

て
古
樸
、
一
見
し
て
其

れ
と
知
り
、
碩
儒
の
筆

と
為
す
。
先
輩
の
中
島

棕
隠
既
に
審
定
す
。
余

復
た
何
ぞ
喋
々
せ
ん
。

こ
う
訓
め
ば
、
春
台
の

真
蹟
で
あ
る
こ
の
七
言
絶

句
の
軸
は
、
も
と
も
と
双

幅
で
あ
っ
た
の
を
、
こ
の

時
に
分
け
た
こ
と
に
な

る
。
書
は
、
筆
勢
が
枯
れ

て
い
て
、
し
か
も
力
強

く
、
一
見
し
て
春
台
の
作

品
だ
と
知
れ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
軸
は
、
江

戸
後
期
の
漢
詩
人
、
中
島

棕
隠
（
一
七
七
九
〜
一
八

五
五
）
も
既
に
審
定
し
て

い
る
の
で
、
今
更
自
分
が

何
も
言
う
こ
と
は
無
い
と

書
い
て
い
る
。

巌
谷
一
六
は
、
元
老
院

議
官
や
大
政
官
大
書
記
官

等
を
経
て
、
貴
族
院
議
員

を
歴
任
し
た
明
治
期
を
代

表
す
る
書
家
で
あ
る
。
そ

の
一
六
が
来
飯
し
た
の
は
、

日
清
戦
争
直
後
の
明
治
二

十
八
年
五
月
で
あ
る
。
そ

れ
か
ら
彼
は
当
地
に
百
日

余
滞
在
し
、
以
前
本
欄
で

紹
介
し
た
名
古
熊
神
社
の

奉
納
額
そ
の
他
多
数
を
揮

毫
し
て
去
っ
た
。
そ
こ
に

は
い
ず
れ
も
「
明
治
乙

未
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、右

の
極
め
を
書
い
た
の
も
こ

の
時
の
こ
と
に
相
違
な

い
。以

上
、
一
六
の
添
状
を

中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、

昔
か
ら
春
台
の
作
品
は
贋

物
も
多
く
、
見
極
め
は
難

し
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
だ

け
に
一
六
の
極
書
も
珍
し

い
し
、
彼
が
認
め
た
春
台

の
書
も
興
味
深
い
。
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一
六
が
認
め
た
春
台
の
書

一六が書いた添状
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